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り　ん　せ　い

　県内各地の森林をご紹介する「様々なスタイルの森・おかやま」。第４回目となる今回は、真庭郡新

庄村内にある國六株式会社所有のモザイク林です。國六株式会社新庄事業所では、新庄村の美しい景観

保全のために、木材生産に加え公益的機能を高める森づくりを目指して、モザイク林造成に取り組まれ

ています。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（詳細はＰ２に記載）
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【ぼっけ～木になる情報】

Ｑ．家の近くに「山地災
害危険地区」の看板
が立っていますが、
どのような危険があ
りますか？

ⓒ 岡山県「うらっち」
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一　

は
じ
め
に

　

岡
山
県
の
西
北
部
に
位
置
す
る
新
庄

村
は
総
面
積
６
，
７
１
１
㌶
で
、
う
ち

90
％
が
森
林
で
占
め
ら
れ
、
北
部
に
は

毛
無
山
を
は
じ
め
と
し
た
山
々
が
連
な

っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
村
の
中
央
を
南

北
に
旭
川
の
源
流
の
新
庄
川
が
流
れ
て

い
ま
す
。

　

そ
の
新
庄
村
に
國
六
株
式
会
社
新
庄

事
業
所
が
あ
り
ま
す
。
國
六
株
式
会
社

は
岐
阜
県
に
本
社
が
あ
り
、
岐
阜
県
と

岡
山
県
に
約
２
，
７
０
０
㌶
の
森
林
を

所
有
し
、
新
庄
事
業
所
は
、
従
業
員
６

名
で
１
，
３
８
５
㌶
の
森
林
（
う
ち
人

工
林
が
約
７
０
０
㌶
）
を
管
理
さ
れ
て

い
ま
す
。
そ
の
中
に
今
回
紹
介
す
る
岡

山
県
内
で
も
珍
し
い
モ
ザ
イ
ク
林
が
あ

り
ま
す
。

二　

き
っ
か
け

　

國
六
株
式
会
社
新
庄
事
業
所
の
黒
田

所
長
さ
ん
が
社
有
林
の
管
理
で
心
が
け

て
い
る
こ
と
は
、
大
面
積
の
皆
伐
は
行

わ
ず
ト
チ
ノ
キ
等
の
広
葉
樹
を
積
極
的

に
植
栽
し
て
い
く
こ
と
だ
そ
う
で
す
。

　

現
在
は
、
針
葉
樹
と
広
葉
樹
の
面
積

が
ほ
ぼ
同
じ
に
な
っ
て
お
り
、
１
０
０

年
先
、
１
５
０
年
先
を
見
据
え
、
木
材

生
産
だ
け
で
な
く
、
国
土
の
保
全
や
水

源
涵か

ん

養
な
ど
の
森
林
の
公
益
的
機
能
を

発
揮
さ
せ
る
よ
う
に
多
種
多
様
な
森
を

創
っ
て
い
き
た
い
と
の
思
い
で
、
モ
ザ

イ
ク
林
の
造
成
に
取
り
組
ま
れ
て
お
り

ま
す
。

三　

モ
ザ
イ
ク
林
に
つ
い
て

　

複
層
林
は
、
木
材
生
産
と
公
益
的
機

能
の
発
揮
を
両
立
さ
せ
る
た
め
の
目
標

林
型
で
、
垂
直
方
向
の
複
層
林
は
主
伐

時
に
下
層
木
を
損
傷
し
や
す
く
気
象
災

害
に
弱
い
等
の
欠
点
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
欠
点
が
少
な
い
の
が
水
平

方
向
の
複
層
林
で
モ
ザ
イ
ク
林
も
そ
の

中
に
含
ま
れ
ま
す
。

四　

モ
ザ
イ
ク
林
の
概
要
に
つ
い
て

　

モ
ザ
イ
ク
林
の
施
業
履
歴
は
、
平
成

19
・
20
年
年
度
に
、
約
12
㌶
の
区
域
内

に
お
い
て
、
ス
ギ
・
ヒ
ノ
キ
人
工
林
の

群
状
伐
採
（
１
箇
所
当
た
り
の
平
均
伐

採
面
積
０
．
０
４
㌶
、
計
約
３
．
５
㌶
）

を
行
い
、
平
成
20
・
21
年
度
に
は
伐
採

跡
地
に
ト
チ
ノ
キ
、
キ
ハ
ダ
、
ケ
ヤ
キ
、

ヤ
マ
ザ
ク
ラ
な
ど
新
庄
村
に
自
生
し
て

い
る
樹
種
13
種
類
を
植
栽
さ
れ
ま
し
た
。

　

植
栽
に
当
た
っ
て
は
、
将
来
良
質
な

広
葉
樹
の
生
産
を
目
指
す
た
め
、
広
葉

樹
苗
木
の
周
囲
に
ス
ギ
苗
木
を
植
栽
し
、

暴
れ
木
に
な
ら
な
い
よ
う
に
工
夫
さ
れ

て
い
ま
す
。
植
栽
密
度
は
、
林
地
の
状

況
や
樹
種
に
よ
っ
て
変
え
ら
れ
て
お

り
、
㌶
当
た
り
１
，
２
０
０
本
か
ら
２
，

６
４
０
本
と
、
様
々
な
林
分
の
造
成
を

行
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。

五　

最
後
に

　

黒
田
さ
ん
は
、
「
広
葉
樹
は
樹
種
に
よ

っ
て
成
長
に
差
が
あ
り
、
良
好
な
生
育

が
確
認
さ
れ
た
ト
チ
ノ
キ
な
ど
は
、
今

後
、
除
伐
や
間
伐
等
の
保
育
が
必
要
。

こ
の
モ
ザ
イ
ク
林
を
次
世
代
に
責
任
を

も
っ
て
引
き
継
い
で
い
き
た
い
。
」
と
熱

く
語
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

　

当
普
及
指
導
区
で
は
、
新
庄
村
の
す

ば
ら
し
い
景
観
の
保
全
と
多
様
な
森
づ

く
り
が
推
進
さ
れ
る
よ
う
、
し
っ
か
り

サ
ポ
ー
ト
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
お
り

ま
す
。

（
林
業
普
及
指
導
員　

神
本　

英
夫
）

ドローンで撮影したモザイク林の様子

モザイク林の施業図の一例

広葉樹の生育状況（写真中央：黒田所長）

【
真
庭
普
及
指
導
区
】

様
々
な
ス
タ
イ
ル
の
森
・

お
か
や
ま

　
　
〜
モ
ザ
イ
ク
林
〜
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一　

は
じ
め
に

　

東
備
普
及
指
導
区
で
は
、
備
前
市
内

の
森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
片

上
・
伊
部
つ
な
が
り
の
森
実
行
委
員
会

（
以
下
「
実
行
委
員
会
」
と
い
う
。
）
に

対
し
、
日
頃
か
ら
森
林
体
験
活
動
に
お

け
る
植
栽
指
導
や
森
林
施
業
に
関
す
る

助
言
を
行
い
、
活
動
を
サ
ポ
ー
ト
し
て

い
ま
す
。

　

今
回
、
当
普
及
指
導
区
が
実
施
し
た

支
援
の
内
容
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

二　

実
行
委
員
会
の
概
要

　

備
前
市
内
で
森
林
環
境
活
動
を
推
進

し
て
い
る
実
行
委
員
会
は
、
市
内
小
学

校
児
童
を
対
象
と
し
た
森
林
体
験
活
動

（
桃
太
郎
松
の
植
栽
）
を
毎
年
実
施
し

て
お
り
、
こ
の
活
動
に
林
業
普
及
指
導

員
が
参
加
し
、
植
栽
指
導
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

こ
の
活
動
は
、
実
行
委
員
会
、
伊
部

区
有
林
管
理
会
、
い
ん
べ
緑
の
少
年
隊
、

び
ぜ
ん
緑
の
少
年
隊
の
共
催
に
よ
り
実

施
さ
れ
て
お
り
、
森
林
体
験
を
通
し
て

地
域
の
住
民
と
交
流
を
深
め
、
豊
か
な

心
を
持
つ
児
童
を
育
て
る
こ
と
を
目
的

に
、
毎
年
地
元
の
４
つ
の
小
学
校
の
５

年
生
児
童
を
対
象
に
伊
部
区
有
林
管
理

会
所
有
の
「
伊
部
つ
な
が
り
の
森
」
で

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
地
元
自
治
協
議
会
や
ロ
ー
タ

リ
ー
ク
ラ
ブ
の
メ
ン
バ
ー
も
ス
タ
ッ
フ

と
し
て
加
わ
り
、
安
全
の
確
保
や
昼
食

等
の
準
備
な
ど
を
担
当
し
、
岡
山
建
築

士
会
も
講
話
や
シ
イ
タ
ケ
の
駒
打
ち
体

験
の
講
師
と
し
て
参
加
し
て
い
ま
す
。

※
こ
の
活
動
は
、
（
公
社
）
国
土
緑
化
推
進
機
構

　

の
「
緑
の
募
金
公
募
事
業
」
の
「
子
ど
も
た

　

ち
の
未
来
の
森
づ
く
り
事
業
」
と
し
て
実
施

　

さ
れ
て
い
ま
す
。

三　

支
援
の
内
容
等

（
一
）
森
林
体
験
活
動
に
お
け
る
支
援

森
林
体
験
活
動
で
は
、
最
初
に
岡
山
建

築
士
会
の
講
師
か
ら
森
の
役
割
に
つ
い

て
の
説
明
が
あ
っ
た
後
、
シ
イ
タ
ケ
の

駒
打
ち
体
験
と
桃
太
郎
松
の
植
栽
体
験

の
２
組
に
分
か
れ
て
実
施
し
ま
し
た

（
駒
打
ち
と
植
栽
は
交
代
で
体
験
）
。

　

植
栽
体
験
の
場
所
は
広
葉
樹
伐
採
跡

地
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
実
行
委
員
会
と

相
談
し
、
児
童
の
安
全
に
配
慮
し
て
、

事
前
に
切
り
株
を
低
く
刈
り
払
っ
て
も

ら
い
ま
し
た
。
ま
た
、
植
え
る
位
置
に

苗
木
と
杭
を
準
備
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

林
業
普
及
指
導
員
が
、
①
掘
っ
た
穴

か
ら
葉
や
枝
を
取
り
除
く
こ
と
、
②
根

を
広
げ
て
植
え
る
こ
と
、
③
深
植
え
し

な
い
こ
と
、
④
土
を
入
れ
た
後
は
根
元

を
踏
ん
で
根
と
土
を
密
着
さ
せ
る
こ
と

の
４
点
を
指
導
し
た
後
、
児
童
３
～
４

人
が
１
組
と
な
り
、
お
の
お
の
鍬
や
シ

ャ
ベ
ル
で
植
え
穴
を
掘
り
植
栽
を
体
験

し
ま
し
た
。

 

（
二
）
年
間
を
通
じ
た
支
援

　

実
行
委
員
会
や
構
成
員
の
伊
部
区
有

林
管
理
会
か
ら
は
、
日
頃
か
ら
各
種
の

相
談
を
受
け
て
い
ま
す
。

　

相
談
対
応
の
一
例
と
し
て
は
、
昨
年

植
え
た
松
が
枯
れ
る
と
の
相
談
を
受
け

た
の
で
、
枯
損
の
状
況
を
確
認
の
上
、

①
苗
木
を
植
栽
ま
で
植
え
穴
横
に
置
い

た
こ
と
に
よ
り
根
が
乾
燥
し
た
可
能
性

が
あ
る
た
め
、
植
え
る
直
前
ま
で
養
生

袋
に
入
れ
る
な
ど
の
乾
燥
対
策
を
行
う

こ
と
、
②
客
土
を
保
水
性
の
あ
る
山
土

に
変
え
る
こ
と
な
ど
の
ア
ド
バ
イ
ス
を

行
い
ま
し
た
。
こ
の
他
に
も
植
栽
後
10

年
程
度
が
経
過
し
た
松
林
の
保
育
施
業

に
つ
い
て
も
指
導
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
活
動
場
所
で
あ
る
「
伊
部
つ

な
が
り
の
森
」
に
は
保
安
林
が
含
ま
れ

る
た
め
、
伐
採
許
可
手
続
き
等
が
適
正

に
行
わ
れ
る
よ
う
助
言
・
指
導
を
行
っ

て
い
ま
す
。

四　

今
後
の
取
り
組
み

　

実
行
委
員
会
は
、
地
元
住
民
の
協
力

を
得
て
、
率
先
し
て
子
供
た
ち
へ
の
森

林
体
験
活
動
を
実
践
さ
れ
て
お
り
、
地

域
の
山
は
自
ら
守
り
育
て
る
と
い
う
意

識
の
高
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

　

東
備
普
及
指
導
区
で
は
、
実
行
委
員

会
の
活
動
が
継
続
さ
れ
る
よ
う
、
引
き

続
き
、
支
援
・
協
力
を
行
っ
て
い
く
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。

（
林
業
普
及
指
導
員　

阿
部　

剛
俊
）

熱心に説明を聞く児童の様子

桃太郎松の植栽体験

植
栽
指
導
を
通
じ
た

森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
へ
の

活
動
支
援

【
東
備
普
及
指
導
区
】
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林
業
・
木
材
産
業
の
振
興
に
尽
力
さ

れ
た
方
々
の
受
賞
が
決
定
し
ま
し
た
。

心
か
ら
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。
（
敬
称

略
）

《
知
事
表
彰
【
林
業
部
門
】
》

　

小こ

出い
で

　
一か
ず

博ひ
ろ

（
真
庭
市
）

　

小
出
氏
は
、
平
成
12
年
に
㈱
フ
ォ
レ

ス
ト
こ
い
で
を
創
業
し
、
素
材
生
産
業

を
中
心
に
チ
ッ
プ
製
造
等
に
取
り
組
み
、

高
性
能
林
業
機
械
の
積
極
的
な
導
入
を

進
め
、
中
型
機
械
に
よ
る
作
業
シ
ス
テ

ム
に
よ
り
、
生
産
性
の
向
上
や
林
地
の

保
全
に
も
配
慮
し
た
森
林
整
備
を
推
進

し
て
お
ら
れ
ま
す
。

  

真
庭
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
所
へ
の
燃
料
供

給
で
は
、
土
場
に
敷
き
な
ら
し
乾
燥
さ

せ
た
高
品
質
な
燃
料
チ
ッ
プ
の
生
産
に

取
り
組
み
、
平
成
27
年
の
バ
イ
オ
マ
ス

発
電
所
稼
働
当
初
か
ら
、
発
電
燃
料
の

品
質
向
上
と
安
定
供
給
に
尽
力
し
、
他

の
燃
料
供
給
事
業
者
を
牽
引
し
て
、
発

電
事
業
の
安
定
運
営
と
地
域
に
お
け
る

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
の
有
効
活
用
の
推
進

に
大
き
く
貢
献
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

真
庭
森
林
・
林
業
研
究
会
の
役
員
と

し
て
研
究
会
の
運
営
に
尽
力
し
、
会
長

就
任
時
の
平
成
29
年
に
は
、
「
全
国
薬
草

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
in
ま
に
わ
」
を
開
催
し
、

里
山
の
身
近
な
薬
草
の
活
用
に
取
り
組

む
県
内
外
の
約
５
０
０
人
が
交
流
を
深

め
る
な
ど
、
実
行
委
員
長
と
し
て
大
会

を
成
功
に
導
か
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
平
成
18
年
か
ら
10
年
間
、
岡

山
県
北
部
素
材
生
産
協
同
組
合
の
理
事

長
及
び
全
国
素
材
生
産
業
協
同
組
合
連

合
会
の
理
事
を
務
め
、
素
材
生
産
業
の

育
成
強
化
や
労
働
安
全
対
策
の
推
進
に

尽
力
し
た
ほ
か
、
平
成
12
年
か
ら
真
庭

地
区
木
材
組
合
の
理
事
、
副
理
事
長
を

務
め
、
通
算
20
年
の
長
き
に
わ
た
り
、

地
域
の
林
業
、
木
材
産
業
の
振
興
・
発

展
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
て
い
ま
す
。

《
農
林
水
産
部
長
表
彰

　
　
　

【
団
体
指
導
者
部
門
】
》

　

柴し
ば

田た

　
大だ
い

司じ

（
真
庭
市
）

　

柴
田
氏
は
、
平
成
17
年
か
ら
岡
山
県

北
部
素
材
生
産
協
同
組
合
の
理
事
、
専

務
理
事
、
理
事
長
を
歴
任
し
、
通
算
15

年
の
長
き
に
わ
た
り
、
組
合
員
の
加
入

拡
大
に
よ
る
組
織
基
盤
の
強
化
等
に
努

め
て
お
ら
れ
ま
す
。

　

特
に
、
組
合
員
を
対
象
に
毎
年
実
施

し
て
い
る
労
働
安
全
講
習
会
で
は
、
美

作
県
民
局
真
庭
地
域
森
林
課
と
も
連
携

し
、
Ｖ
Ｒ
ゴ
ー
グ
ル
を
活
用
し
た
作
業

事
故
の
疑
似
体
験
や
自
主
改
善
活
動
プ

ロ
グ
ラ
ム
等
の
新
た
な
取
組
を
積
極
的

に
取
り
入
れ
る
な
ど
、
労
働
安
全
の
推

進
に
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
17
年
か
ら
真
庭
地
区
木

材
組
合
の
理
事
、
副
理
事
長
を
務
め
、

通
算
15
年
に
わ
た
り
、
組
合
運
営
に
尽

力
し
、
木
材
業
界
の
発
展
に
大
き
く
貢

献
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

清し

水み
ず

　
義よ
し

夫お

（
津
山
市
）

　

清
水
氏
は
、
平
成
11
年
か
ら
加
茂
地

区
木
材
組
合
の
理
事
、
組
合
長
を
務
め
、

通
算
21
年
の
長
き
に
わ
た
り
組
合
運
営

に
尽
力
し
た
ほ
か
、
地
区
を
上
げ
て
収

入
間
伐
を
中
心
と
し
た
素
材
生
産
活
動

に
取
り
組
ん
で
お
ら
れ
ま
す
。

　

岡
山
県
森
林
組
合
連
合
会
津
山
共
販

所
に
お
い
て
毎
年
開
催
し
て
い
る
「
加

茂
地
区
木
材
組
合
特
別
記
念
市
」
で
は
、

平
均
約
３
，
０
０
０
㎥
が
出
荷
さ
れ
る

小出　一博さん

柴田　大司さん

清水　義夫さん

第
53

回
岡
山
県
農
林
漁
業

功
労
者
表
彰
受
賞
者
の
紹
介
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な
ど
、
地
域
の
木
材
流
通
基
地
の
発
展

に
大
き
く
貢
献
さ
れ
て
い
ま
す
。　

　

平
成
27
年
か
ら
津
山
地
区
木
材
組
合

の
副
理
事
長
に
就
任
す
る
と
と
も
に
、

岡
山
県
木
材
組
合
連
合
会
の
特
別
会
員

と
し
て
、
連
合
会
事
業
へ
の
積
極
的
な

協
力
要
請
を
行
う
な
ど
、
組
合
員
の
結

束
と
組
織
の
連
携
強
化
を
通
じ
て
、
木

材
業
界
の
発
展
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
木
の
家
見
学
ツ
ア
ー
等
の
各

種
イ
ベ
ン
ト
に
企
画
段
階
か
ら
積
極
的

に
参
画
し
、
一
般
消
費
者
に
対
す
る
普

及
啓
発
活
動
を
通
じ
て
、
県
産
材
の
需

要
拡
大
に
貢
献
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

牧ま
き

野の

　
淳
じ
ゅ
ん
い
ち
ろ
う

一
郎
（
真
庭
市
）

　

牧
野
氏
は
、
国
産
材
の
製
材
加
工
を

専
門
に
、
人
工
乾
燥
材
を
主
力
製
品
と

し
て
製
造
・
販
売
し
て
お
ら
れ
ま
す
。

人
工
乾
燥
処
理
構
造
用
製
材
（
Ａ
タ
イ

プ
）
及
び
機
械
等
級
区
分
構
造
用
製
材

（
Ａ
タ
イ
プ
）
で
Ｊ
Ａ
Ｓ
認
定
を
取
得

し
、
平
成
26
年
の
農
林
水
産
祭
で
は
内

閣
総
理
大
臣
賞
を
受
賞
す
る
な
ど
、
そ

の
卓
越
し
た
製
材
及
び
人
工
乾
燥
技
術

で
県
内
の
製
材
品
の
品
質
向
上
を
牽
引

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

平
成
18
年
か
ら
真
庭
地
区
木
材
組
合

の
理
事
、
副
理
事
長
を
務
め
、
通
算
14

年
に
わ
た
り
、
組
合
の
結
束
と
組
織
運

営
に
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
11
年
か
ら
真
庭
木
材
事

業
協
同
組
合
の
監
事
に
就
任
し
、
21
年

の
長
き
に
わ
た
り
、
組
合
の
財
政
状
況

に
注
意
を
払
い
、
真
庭
バ
イ
オ
マ
ス
発

電
事
業
に
向
け
た
燃
料
チ
ッ
プ
の
加

工
・
販
売
の
規
模
拡
大
な
ど
、
組
合
事

業
の
大
き
な
転
換
期
に
お
い
て
も
、
健

全
な
財
政
運
営
の
維
持
に
尽
力
す
る
な

ど
、
地
域
の
林
業
、
木
材
産
業
の
振

興
・
発
展
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

受
賞
さ
れ
た
皆
様
の
、
益
々
の
ご
活

躍
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　

（
林
政
課　

林
業
木
材
班
）

　

林
業
経
営
体
の
事
務
所
や
現
場
等
に

潜
む
労
働
災
害
の
リ
ス
ク
を
見
つ
け
出

し
て
改
善
の
方
針
を
示
す
、
い
わ
ば
、

職
場
の
健
康
診
断
を
費
用
負
担
な
し
で

受
診
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

こ
の
事
業
は
、
林
野
庁
の
補
助
事
業

「
林
業
労
働
安
全
推
進
対
策
」
と
し
て
、

平
成
27
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
も
の

で
、
全
国
素
材
生
産
業
協
同
組
合
連
合

会
が
事
業
主
体
と
な
り
実
施
し
て
い
ま

す
。

　

林
業
労
働
の
専
門
家
（
労
働
安
全
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
）
が
林
業
経
営
体
を
戸

別
訪
問
し
、
経
営
の
ト
ッ
プ
と
直
接
面

談
し
な
が
ら
、
安
全
管
理
体
制
、
作
業

環
境
の
改
善
状
況
、
安
全
活
動
の
実
施

状
況
等
に
つ
い
て
の
診
断
を
行
い
、
そ

の
結
果
は
、
安
全
診
断
報
告
書
と
し
て
、

お
知
ら
せ
し
ま
す
。　
　

　

こ
れ
ま
で
、
全
国
で
約
１
，
４
５
０

の
林
業
経
営
体
が
受
診
し
て
お
り
、
岡

山
県
で
も
、
20
の
林
業
経
営
体
が
受
診

し
て
い
ま
す
。
経
営
体
に
不
足
し
て
い

る
安
全
対
策
に
つ
い
て
、
専
門
家
の
事

業
者
に
寄
り
添
っ
た
ア
ド
バ
イ
ス
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
、
今
後
の
改
善
活
動

に
役
立
て
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
労
働

対
策
に
取
り
組
む
こ
と
は
従
業
員
の
命

と
健
康
を
守
る
こ
と
に
加
え
、
経
営
者

の
社
会
的
な
信
頼
を
得
る
こ
と
に
も
つ

な
が
り
ま
す
。
認
定
事
業
体
以
外
の
林

業
経
営
体
で
も
安
全
診
断
の
申
込
は
可

能
で
す
の
で
、
会
社
の
労
働
安
全
対
策

を
見
直
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

詳
し
い
内
容
は
全
国
素
材
生
産
業
協

同
組
合
連
合
会
（
林
業
労
働
安
全
推
進

対
策
事
務
局
）
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下

さ
い
。

電
話　

０
７
０
‐
６
４
３
７
‐
１
５
６
２

（
林
政
課　

普
及
指
導
班
）

牧野　淳一郎さん

労
働
安
全
対
策
を
見
直
す
チ
ャ
ン
ス
で
す
！
（
安
全
診
断
の
ご
あ
ん
な
い
）



りんせい　No.474　2020．11

（6）

一　

は
じ
め
に

　

森
林
環
境
税
及
び
森
林
環
境
譲
与
税

に
関
す
る
法
律
が
平
成
31
年
４
月
１
日

に
施
行
さ
れ
、
令
和
元
年
度
か
ら
市
町

村
及
び
都
道
府
県
に
森
林
環
境
譲
与
税

の
譲
与
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
森
林
環
境
税
・
森
林
環
境

譲
与
税
の
創
設
の
趣
旨
や
、
森
林
環
境

譲
与
税
の
使
途
の
範
囲
及
び
そ
の
活
用

状
況
等
に
つ
い
て
ご
説
明
し
ま
す
。

二　

税
創
設
の
趣
旨

　

森
林
環
境
税
及
び
森
林
環
境
譲
与
税

は
、
パ
リ
協
定
の
枠
組
み
の
下
に
お
け

る
わ
が
国
の
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
削
減

目
標
の
達
成
や
災
害
防
止
を
図
る
た
め
、

森
林
整
備
等
に
必
要
な
地
方
財
源
を
安

定
的
に
確
保
す
る
観
点
か
ら
創
設
さ
れ

ま
し
た
。

　

森
林
環
境
税
は
国
民
一
人
一
人
が
等

し
く
負
担
す
る
仕
組
み
で
、
令
和
６
年

度
か
ら
課
税
が
始
ま
り
ま
す
。
一
方
、

森
林
環
境
譲
与
税
は
、
森
林
現
場
に
お

け
る
諸
課
題
に
早
期
に
対
応
す
る
必
要

が
あ
る
こ
と
か
ら
、
令
和
元
年
度
か
ら

譲
与
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

市
町
村
へ
の
森
林
環
境
譲
与
税
の
譲

与
額
は
、
市
町
村
の
体
制
整
備
の
進
捗

に
伴
い
、
徐
々
に
増
加
す
る
よ
う
に
設

定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
都
道
府
県
へ
は
、
森
林
整
備

を
実
施
す
る
市
町
村
の
支
援
等
を
行
う

役
割
に
鑑
み
て
、
総
額
の
１
割
が
譲
与

さ
れ
ま
す
（
制
度
創
設
当
初
は
、
市
町

村
の
支
援
等
を
行
う
都
道
府
県
の
役
割

が
大
き
い
と
想
定
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

譲
与
割
合
を
２
割
と
し
、
段
階
的
に
１

割
に
移
行
）
。

　

令
和
２
年
度
の
譲
与
額
は
、
税
創
設

時
は
２
０
０
億
円
で
し
た
が
、
近
年
、

自
然
災
害
に
よ
る
甚
大
な
被
害
が
発
生

し
て
お
り
、
災
害
防
止
等
の
観
点
か
ら

も
森
林
整
備
の
推
進
が
喫
緊
の
課
題
と

な
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
を
踏
ま
え
、
譲

与
額
が
前
倒
し
で
増
額
さ
れ
、
４
０
０

億
円
と
な
り
ま
し
た
（
令
和
２
年
度
の

岡
山
県
譲
与
額　

市
町
村
6.7
億
円
、
県

1.2
億
円
）
。

三　

法
律
上
の
使
途
の
範
囲

　

森
林
環
境
譲
与
税
の
使
途
に
つ
い
て

は
、
法
律
上
、
「
森
林
の
整
備
に
関
す
る

施
策
」
及
び
「
森
林
の
整
備
を
担
う
べ

き
人
材
の
育
成
及
び
確
保
、
森
林
の
有

す
る
公
益
的
機
能
に
関
す
る
普
及
啓
発
、

木
材
の
利
用
の
促
進
そ
の
他
の
森
林
の

整
備
の
促
進
に
関
す
る
施
策
」
と
規
定

さ
れ
て
お
り
、
法
律
上
の
使
途
の
範
囲

内
に
お
い
て
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
て

幅
広
く
弾
力
的
に
事
業
を
実
施
す
る
こ

と
が
可
能
と
な
っ
て
い
ま
す
。

四　

森
林
環
境
譲
与
税
の
活
用
状
況

　

森
林
面
積
の
多
い
市
町
村
で
は
、
森

林
整
備
関
係
の
事
業
に
活
用
さ
れ
て
お

り
、
主
に
森
林
経
営
管
理
制
度
に
お
け

る
森
林
所
有
者
へ
の
意
向
調
査
や
そ
の

準
備
作
業
等
に
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

人
口
の
多
い
都
市
部
な
ど
で
は
、
木

材
利
用
や
普
及
啓
発
、
川
上
の
市
町
村

と
の
連
携
に
よ
る
森
づ
く
り
等
、
川
上

の
森
林
整
備
を
支
え
る
取
組
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
。

　

詳
細
に
つ
い
て
は
、
全
国
の
市
町
村

の
取
組
事
例
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
林
野

庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
林
野
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
】

森
林
環
境
譲
与
税
の
取
組
事
例

h
ttp

s://w
w

w
.rin

y
a

.m
a

ff.g
o

.jp
/j/

k
eik

ak
u

/k
an

k
yo

u
zei/k

an
k

yo
u

zei_

jou
yozei.h

tm
l

五　

お
わ
り
に

　

都
市
部
や
中
山
間
地
域
を
通
じ
て
、

国
民
一
人
一
人
が
等
し
く
負
担
を
分
か

ち
合
い
、
国
民
み
ん
な
で
森
林
を
支
え

る
と
い
う
本
税
の
趣
旨
を
十
分
踏
ま
え
、

市
町
村
に
お
い
て
効
果
的
な
森
林
整
備

等
の
事
業
が
実
施
さ
れ
る
よ
う
、
県
と

し
ま
し
て
も
引
き
続
き
市
町
村
の
支
援

を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

（
林
政
課　

普
及
指
導
班
）

森
林
環
境
譲
与
税
の

概
要
及
び
活
用
状
況
等

　
　
　
　
　に
つ
い
て
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奈
義
町
森
林
組
合

　
　

三み

村む
ら　

剛た
け

史し

さ
ん
（
33
歳
）

　

今
回
は
、
奈
義
町
森
林
組
合
の
ニ
ュ

ー
フ
ェ
イ
ス
、
三
村
剛
史
さ
ん
を
ご
紹

介
し
ま
す
。
三
村
さ
ん
は
平
成
30
年
11

月
か
ら
技
術
職
員
と
し
て
勤
務
さ
れ
て

い
ま
す
。

一　

経　

歴

　

三
村
さ
ん
は
、
美
作
市
（
旧
美
作

町
）
の
生
ま
れ
で
、
中
学
、
高
校
は
兵

庫
県
で
過
ご
さ
れ
、
大
阪
の
大
学
を
卒

業
後
に
食
品
メ
ー
カ
ー
に
就
職
さ
れ
ま

し
た
。
就
職
後
は
、
都
市
部
で
日
々
、

多
忙
な
毎
日
を
過
ご
さ
れ
、
林
業
と
は

無
縁
の
生
活
で
し
た
。
転
勤
先
の
徳
島

県
で
、
も
と
も
と
興
味
の
あ
っ
た
自
然

教
育
の
学
習
ス
タ
ッ
フ
に
携
わ
る
機
会

が
あ
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
人
と
自
然
と

の
繋
が
り
を
伝
え
る
に
は
、
ま
ず
は
自

ら
が
自
然
か
ら
学
ぶ
こ
と
が
必
要
だ
と

気
付
き
、
自
然
と
向
き
合
う
仕
事
と
し

て
、
林
業
に
興
味
を
持
た
れ
、
そ
の
後
、

徳
島
県
内
の
林
業
体
験
ツ
ア
ー
に
参
加

し
て
、
こ
の
仕
事
の
魅
力
を
知
っ
た
そ

う
で
す
。

　

こ
う
し
た
中
、
か
ね
て
か
ら
、
将
来

は
、
自
然
豊
か
な
場
所
で
生
活
を
送
り

た
い
と
の
想
い
や
、
奥
様
の
ご
実
家
が

奈
義
町
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
岡
山
県
北

で
仕
事
を
探
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
森
林

組
合
の
職
員
募
集
を
知
り
、
就
職
を
決

め
ら
れ
た
と
の
こ
と
で
す
。

二　

仕
事
の
内
容

　

三
村
さ
ん
は
、
主
に
現
場
の
施
行
管

理
と
造
林
補
助
申
請
事
務
の
仕
事
を
さ

れ
て
い
ま
す
。
ご
自
身
は
現
場
作
業
に

従
事
し
た
い
と
の
想
い
も
強
か
っ
た
よ

う
で
す
。
現
在
は
、
図
面
の
作
成
や
写

真
整
理
だ
け
で
は
な
く
、
施
業
集
約
化

の
提
案
、
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
と
の
連
絡
調

整
、
森
林
測
量
な
ど
、
多
岐
に
わ
た
り

森
林
組
合
の
業
務
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。

　

森
林
組
合
に
入
ら
れ
た
当
時
の
苦
労

話
を
伺
う
と
、
「
林
業
の
専
門
用
語
を
覚

え
る
こ
と
が
大
変
だ
っ
た
。
岡
山
県
北

に
戻
っ
て
き
て
先
輩
職
員
の
岡
山
弁
を

理
解
で
き
な
い
と
き
も
あ
っ
た
。
」
そ
う

で
す
。

　

休
日
は
、
大
学
時
代
に
始
め
た
サ
ー

フ
ィ
ン
を
す
る
た
め
に
日
本
海
へ
出
か

け
た
り
、
鳥
取
県
智
頭
町
で
開
催
さ
れ

て
い
る
自
伐
型
林
業
研
修
会
に
参
加
し
、

幅
広
い
知
識
と
技
術
を
習
得
す
る
な
ど
、

と
て
も
充
実
し
た
生
活
を
送
ら
れ
て
い

ま
す
。

三　

仕
事
の
感
想

　

「
ど
の
よ
う
な
時
に
仕
事
に
や
り
が

い
を
感
じ
ま
す
か
」
と
伺
う
と
、
「
依
頼

さ
れ
た
山
が
き
れ
い
に
な
る
こ
と
。
森

林
所
有
者
の
方
か
ら
話
を
聞
く
こ
と
も

楽
し
み
の
ひ
と
つ
に
な
り
ま
し
た
。
」
と

答
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
先
輩
職
員
の
仕
事
ぶ
り
を
見

て
、
「
こ
の
技
術
を
習
得
す
る
た
め
に
ど

ん
な
勉
強
を
し
た
か
知
り
た
い
」
と
感

じ
る
こ
と
も
あ
る
そ
う
で
す
。

四　

抱　

負

　

今
後
の
抱
負
を
伺
う
と
、
「
自
ら
担
当

し
た
提
案
型
集
約
化
施
業
地
を
完
了
さ

せ
て
、
森
林
施
業
プ
ラ
ン
ナ
ー
の
資
格

を
取
得
し
た
い
。
ま
た
、
林
産
事
業
に

も
携
わ
り
た
い
。
」
と
話
さ
れ
て
い
ま
し

た
。

　

ま
た
、
将
来
の
夢
は
「
林
業
以
外
で

も
自
然
と
人
を
つ
な
ぐ
役
割
を
担
い
た

い
。
ま
た
、
山
を
購
入
し
て
自
分
で
作

業
道
を
整
備
し
山
づ
く
り
を
し
た
い
。
」

と
語
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

五　

お
わ
り
に

　

お
忙
し
い
中
、
快
く
取
材
に
応
じ
て

頂
き
ま
し
た
。

　

お
話
を
伺
っ
て
い
る
と
、
将
来
の
ビ

ジ
ョ
ン
を
し
っ
か
り
お
持
ち
で
、
仕
事

に
対
す
る
熱
意
と
意
欲
を
感
じ
ま
し
た
。

　

三
村
さ
ん
の
さ
ら
な
る
成
長
と
活
躍

を
当
普
及
指
導
区
と
し
て
も
期
待
し
て

い
ま
す
。

（
勝
英
普
及
指
導
区　

辻　

昭
浩
）

ニ
ュ
ー
フ
ェ
イ
ス
で
す
！

施業の集約化を検討する三村さん

奈義町森林組合　三村　剛史さん
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一　

は
じ
め
に

　

ス
ギ
花
粉
等
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ

れ
る
ス
ギ
花
粉
症
は
、
国
民
の
約
４
割

が
罹
患
し
て
い
る
と
推
計
さ
れ
る
な
ど
、

社
会
的
に
大
き
な
問
題
に
な
っ
て
い
ま

す
。
本
県
に
お
い
て
も
、
花
粉
の
飛
散

の
低
減
に
向
け
た
取
組
の
推
進
を
重
点

施
策
と
し
て
掲
げ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
今
回
、
当
研
究
所
で
取
り

組
ん
で
い
る
、
花
粉
症
対
策
品
種
の
普

及
に
関
す
る
事
業
及
び
研
究
に
つ
い
て

紹
介
し
ま
す
。

二　

少
花
粉
品
種
に
よ
る
採
種
園

　

現
在
、
本
県
が
造
林
事
業
に
供
し
て

い
る
少
花
粉
品
種
は
、
ス
ギ
10
品
種
、

ヒ
ノ
キ
９
品
種
で
す
。
苗
木
は
両
樹
種

と
も
に
実
生
で
生
産
さ
れ
て
お
り
、
こ

れ
ら
の
種
子
は
、
当
研
究
所
が
管
理
す

る
採
種
園
に
お
い
て
全
量
が
賄
わ
れ
て

い
ま
す
。

　

当
研
究
所
に
お
け
る
採
種
園
は
、
こ

れ
ま
で
も
、
そ
の
時
々
の
社
会
的
需
要

に
応
じ
た
改
良
が
な
さ
れ
て
き
ま
し
た

が
、
平
成
26
年
度
以
降
は
、
少
花
粉
品

種
の
み
で
構
成
さ
れ
る
採
種
園
へ
の
改

良
を
順
次
行
っ
て
き
ま
し
た
。
現
在
、

ス
ギ
に
お
い
て
は
全
て
の
採
種
園
が
、

ヒ
ノ
キ
で
は
特
定
母
樹
か
ら
な
る
一
部

の
採
種
園
を
除
く
採
種
園
が
、
少
花
粉

品
種
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

三　

種
子
生
産
に
関
す
る
取
組　

　

少
花
粉
品
種
に
よ
る
採
種
園
の
管
理

に
お
い
て
は
、
カ
メ
ム
シ
類
に
よ
る
種

子
の
吸
汁
被
害
を
防
ぐ
た
め
に
、
球
果

が
着
生
し
た
枝
に
袋
を
か
け
る
作
業

（
袋
か
け
）
や
薬
剤
散
布
な
ど
の
防
除

事
業
を
通
じ
て
、
種
子
発
芽
率
を
は
じ

め
と
す
る
種
子
の
品
質
向
上
等
に
努
め

て
い
ま
す
。
ま
た
、
種
子
の
安
定
的
か

つ
効
率
的
な
供
給
を
目
的
と
し
て
、
ス

ギ
へ
の
ジ
ベ
レ
リ
ン
顆
粒
希
釈
液
の
散

布
処
理
、
ヒ
ノ
キ
の
樹
幹
や
枝
へ
の
ジ

ベ
レ
リ
ン
ペ
ー
ス
ト
の
包
埋
処
理
と
い

っ
た
着
花
結
実
促
進
事
業
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
加
え
て
、
令
和
２
年
度
か
ら

高
所
作
業
車
を
導
入
し
、
高
所
で
の
袋

か
け
や
種
子
採
取
を
実
施
す
る
こ
と
で
、

防
除
及
び
種
子
採
取
等
の
作
業
の
効
率

化
を
図
り
、
種
子
の
安
定
供
給
を
目
指

し
て
い
ま
す
。

四　

育
苗
及
び
植
栽
後
の
生
育
に
関
す

　

る
取
組

　

現
在
、
当
研
究
所
で
は
、
研
究
課
題

と
し
て
「
少
花
粉
ス
ギ
等
の
生
育
状
況

調
査
」
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
本
課

題
で
は
、
少
花
粉
ス
ギ
・
ヒ
ノ
キ
の
コ

ン
テ
ナ
苗
に
お
け
る
育
苗
調
査
を
実
施

し
、
育
苗
期
間
の
短
縮
並
び
に
育
苗
コ

ス
ト
削
減
の
可
能
性
に
つ
い
て
検
討
を

行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
少
花
粉
ス
ギ

の
モ
デ
ル
林
等
で
の
生
育
調
査
も
実
施

し
、
少
花
粉
苗
木
の
植
栽
促
進
の
た
め

の
基
礎
的
な
情
報
を
収
集
し
て
い
ま
す
。

五　

お
わ
り
に

　

花
粉
症
対
策
に
取
り
組
む
に
当
た
っ

て
は
、
再
造
林
等
に
お
け
る
少
花
粉
ス

ギ
・
ヒ
ノ
キ
へ
の
植
替
え
を
促
進
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、

木
材
、
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
や
Ｃ
Ｌ
Ｔ
の

利
用
促
進
な
ど
に
よ
り
、
木
材
利
用
の

拡
大
を
図
る
こ
と
が
不
可
欠
で
す
。
そ

し
て
、
少
花
粉
品
種
の
種
子
の
増
産
と
、

苗
木
生
産
体
制
の
さ
ら
な
る
強
化
も
必

要
と
な
っ
て
き
ま
す
。

　

種
子
の
増
産
の
た
め
に
は
、
種
子
生

産
性
等
を
考
慮
し
た
上
で
、
採
種
園
を

適
正
に
管
理
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

当
研
究
所
内
の
採
種
園
は
、
ス
ギ
、
ヒ

ノ
キ
と
も
に
園
齢
が
概
ね
40
年
生
以
上

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
植
栽
（
補
植
）
や

断
幹
等
の
整
備
を
順
次
行
い
、
適
正
な

園
齢
へ
の
移
行
や
、
作
業
し
や
す
い
樹

体
サ
イ
ズ
・
形
状
に
仕
立
て
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
今
後
も
、
こ
う
し
た
管
理

作
業
を
適
正
に
行
い
、
効
率
的
・
安
定

的
な
種
子
生
産
に
努
め
ま
す
。

　

苗
木
生
産
で
は
、
今
後
も
急
速
な
シ

ェ
ア
拡
大
が
見
込
ま
れ
る
コ
ン
テ
ナ
苗

の
生
産
効
率
の
向
上
が
不
可
欠
で
す
。

当
研
究
所
に
お
い
て
も
、
少
花
粉
品
種

の
成
長
等
に
関
す
る
デ
ー
タ
の
収
集
や
、

コ
ン
テ
ナ
苗
に
よ
る
育
苗
の
効
率
化
及

び
期
間
の
短
縮
化
に
関
す
る
研
究
を
、

引
き
続
き
行
っ
て
い
く
こ
と
と
し
て
い

ま
す
。

（
林
業
研
究
室　

技
師　

新
原　

一
海
）         高所作業車による袋かけ作業

花
粉
症
対
策
品
種
の

普
及
に
向
け
た
取
組
に
つ
い
て

研究

だより
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〔林地除草剤〕ザイトロンフレノック微粒剤・ザイトロン微粒剤・フレノック粒剤・ケイピンエース

〔野生獣類忌避剤〕ランテクター水和剤・コニファー水和剤

〔幼齢樹保護カバー〕くわんたいⅡ　　　〔樹皮食い防止〕バークガード・美樹巻夫

〔樹幹注入剤〕マッケンジー・マツガード・他　〔野生草食獣侵入防止〕防獣ネット・他

—  安全・人と自然・調和   —
美林を育てる

造林木を野生動物の食害から守る

販売：日植アグリ株式会社　　　　　販売元：大同商事（株）大阪営業所

        TEL.086-292-5525                       TEL.06-6384-1288

お問い合わせ申込みは県森連・森林組合へ

一　

は
じ
め
に

　

全
国
で
野
生
鳥
獣
に
よ
る
農
作
物
等

へ
の
被
害
が
深
刻
化
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
環
境
省
及
び
農
林
水
産
省
は
、
特

に
被
害
が
多
い
ニ
ホ
ン
ジ
カ
（
以
下

「
シ
カ
」
と
い
う
。
）
と
イ
ノ
シ
シ
に
つ

い
て
、
本
年
度
の
狩
猟
期
を
「
集
中
捕

獲
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
と
位
置
づ
け
、
捕

獲
強
化
を
図
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

本
県
に
お
い
て
は
、
従
来
か
ら
10
月

を
シ
カ
捕
獲
強
化
月
間
に
設
定
し
、
捕

獲
強
化
を
図
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、

依
然
と
し
て
シ
カ
、
イ
ノ
シ
シ
の
被
害

額
は
高
止
ま
り
し
て
お
り
ま
す
。

  

ま
た
、
生
態
系
被
害
や
生
活
被
害
も
顕

著
に
な
っ
て
き
て
お
り
、
今
後
、
県
下

全
域
へ
の
生
息
域
拡
大
や
被
害
増
加
が

懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

  

こ
う
し
た
状
況
を
受
け
、
シ
カ
、
イ
ノ

シ
シ
の
捕
獲
強
化
を
一
層
推
進
し
、
被

害
拡
大
防
止
に
繋
げ
る
た
め
、
シ
カ
は

従
来
の
捕
獲
強
化
月
間
に
本
年
度
の
狩

猟
期
等
を
加
え
た
期
間
を
、
ま
た
イ
ノ

シ
シ
は
狩
猟
期
を
新
た
に
「
捕
獲
強
化

期
間
」
と
し
て
設
定
す
る
こ
と
に
し
ま

し
た
。

二　

集
中
捕
獲
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
実
施

　

期
間
、
区
域
設
定
及
び
実
施
体
制
等

○
ニ
ホ
ン
ジ
カ

・
実
施
期
間　

10
月
１
日
～
３
月
15
日

・
区
域
設
定　

兵
庫
県
及
び
鳥
取
県
境

　
　
　
　
　
　

に
接
す
る
９
市
町
村

○
イ
ノ
シ
シ

・
実
施
期
間　

11
月
15
日
～
３
月
15
日

・
区
域
設
定　

全
県

三　

捕
獲
強
化
の
具
体
的
な
方
法

①
わ
な
設
置
数
の
増
加

②
Ｉ
Ｃ
Ｔ
わ
な
や
大
型
囲
い
わ
な
の
活

用
③
捕
獲
者
サ
ポ
ー
ト
体
制
の
充
実
及
び

環
境
整
備
（
捕
獲
技
術
向
上
研
修
の

実
施
等
）

四　

最
後
に

　

皆
様
に
は
、
こ
の
取
組
の
趣
旨
を
ご

理
解
い
た
だ
き
、
期
間
中
に
お
け
る
捕

獲
強
化
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
す
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

（
鳥
獣
害
対
策
室
）

野
生
鳥
獣
（
ニ
ホ
ン
ジ
カ
、

イ
ノ
シ
シ
）の
捕
獲
強
化
の

取
組
に
つ
い
て
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技能講習会の開催（12月～２月）

名　　　称 会場 日　　　程 申込・問合せ先

小型移動式クレーン運転 岡山 １月21,22日

一般社団法人　
岡山県労働基準協会

TEL（086）225-3571

玉掛け

岡山
12月３,４日、１月14,15日
１月16,17日、２月４,５日

笠岡 ２月９,10日

津山 ２月25,26日

フォークリフト運転

岡山
12月２日、12月19日
１月６日、２月３日、２月20日

笠岡 ２月12日

はい作業主任者 岡山 ２月３，４日
陸上貨物運送事業労働災害防止協会

岡山県支部
TEL（086）234-1332

※詳細は申込先にお問い合わせください。
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●木　材（10月20日）

樹種 長さ 径　級 直材 小曲り 樹種 長さ 径　級 直材 小曲り

杉

３ｍ

１４～１６ 9.5 －

桧

３ｍ

１４～１６ 20 16

１８～２０ 9.5 － １８～２０ 18.5 16

２２～２８ 10 － ２２上 17 16

４ｍ
１８～２２ 9.5 －

４ｍ

１４～１８ 19 18

２４～２８ 9.5 － ２０～２２ 17 16

６ｍ １６～１８ 13 － ２４～２８ 17 16

松
３ｍ １８～２２ 9 8

６ｍ
１６ 20 －

４ｍ １８～２２ 11 8 １８～２０ 28 24

　・出荷材積　　　　　　　　　　　約1,800m3

(共販所より概況）

　杉概況

　元木良材は引き合いが多く、高値で取引 
　並材の相場は落ち着いた様子

　桧概況

　中目材・柱材の役物が高値で取引 
　構造材も安定した相場で取引

　【3m】
　柱　材　横這い
　中目材　横這い

　【4m】
　中目材　横這い
　元　木　強含み

　【3m】
　柱　材　横這い
　中目材　横這い
　元　木　強含み

　【4m】
　柱　材　横這い
　中目材　横這い
　元　木　横這い

　松概況
　品薄だが相場は横這い。

資料：岡山県森連勝山木材共販所市況速報、価格は中値

●製　材（10月）

樹　　種 寸　　　法 等級 区分 安　値　～　高　値（円 /m3） 備　考

ス　　　ギ
正角３m　10.5cm角 特 等 Ｋ 50,000（直送）～ 55,000（市場） 

正角３m　12cm角 特 等 Ｋ 50,000（直送）～ 55,000（市場） 

ヒ　ノ　キ

正角３m　10.5cm角 特 等 Ｋ ～65,000（無背割）

正角３m　12cm角 特 等 Ｋ 63,000 ～ 65,000

正角４m　10.5cm角 特 等 Ｋ 65,000 ～ 67,000

正角４m　12cm角 特 等 Ｋ 63,000 ～ 65,000

マ　　　ツ
平角４m　10.5～12cm
　　　　　　×15～18cm

一 等 Ｋ 75,000

米　マ　ツ

正角３m、４m　10.5cm角 特 等 Ｇ 52,000 ～

平角３m、４m　10.5
　　　　　　×15～21cm

特 等 Ｇ 55,000 ～ 60,000

北洋アカマツ タルキ４m　3.8cm角 特 等 Ｋ 68,000 ～ 70,000

ホワイトウッド 間柱３m　2.7cm×10.5cm 特 等 Ｋ 50000～

注１：価格は、岡山県内の市場の相場を参考とした。
注２：区分のＫとは人工乾燥材、Ｇとは未乾燥材のこと。

単位：千円／ｍ3

林　　産　　物　　市　　況
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Ｑ
． 
家
の
近
く
に
「
山
地
災
害

危
険
地
区
」
の
看
板
が
立
っ

て
い
ま
す
が
、
ど
の
よ
う
な

危
険
が
あ
り
ま
す
か
？

Ａ
． 
山
地
災
害
は
「
山
地
に
起
因
す

る
災
害
」
と
定
義
さ
れ
、
一
般
に
土
石

流
、
地
す
べ
り
、
山
崩
れ
な
ど
の
現
象

に
よ
っ
て
起
こ
る
災
害
の
こ
と
を
指
し

ま
す
。
岡
山
県
で
は
、
地
形
・
地
質
・

林
況
等
の
条
件
と
人
家
や
公
共
施
設
、

道
路
等
の
保
全
対
象
と
の
関
係
か
ら
、

山
地
災
害
の
起
こ
り
や
す
い
地
区
を

「
山
地
災
害
危
険
地
区
」
と
し
、
そ
の

う
ち
、
土
石
流
が
起
き
や
す
い
と
こ
ろ

を
「
崩
壊
土
砂
流
出
危
険
地
区
」
、
地

す
べ
り
が
起
き
や
す
い
と
こ
ろ
を
「
地

す
べ
り
危
険
地
区
」
、
山
崩
れ
が
起
き

や
す
い
と
こ
ろ
を
「
山
腹
崩
壊
危
険
地

区
」
と
し
て
分
け
て
い
ま
す
。

　

山
地
災
害
危
険
地
区
の
位
置
情
報
等

に
つ
き
ま
し
て
は
、
岡
山
県
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
「
お
か
や
ま
全
県
統
合
型
Ｇ
Ｉ

Ｓ
」
の
防
災
情
報
の
中
で
公
表
し
て
お

り
ま
す
の
で
、
災
害
へ
の
備
え
や
避
難

行
動
等
に
お
役
立
て
く
だ
さ
い
。

（
農
林
水
産
部
治
山
課
）

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
で
減
退
し
た
木
材
需
要
を
喚
起
す
る

た
め
、
県
産
乾
燥
材
等
を
使
用
し
て
民

間
の
非
住
宅
建
築
物
を
新
築
ま
た
は
改

修
す
る
施
工
業
者
を
対
象
に
、
助
成
金

を
交
付
す
る
事
業
を
実
施
し
て
い
ま

す
。

１　

助
成
対
象
者

　

県
内
に
お
い
て
民
間
の
木
造
非
住
宅

建
築
物
を
新
築
ま
た
は
改
修
さ
れ
る
施

工
業
者
（
大
工
、
工
務
店
等
）

２　

主
な
採
択
条
件
、
助
成
金
額

⑴
民
間
非
住
宅
建
築
物
の
新
築

・
県
産
乾
燥
材
を
８
㎥
以
上
使
用
す
る

場
合
：
定
額
20
万
円
／
戸

・
県
産
森
林
認
証
材
を
４
㎥
以
上
使

用
す
る
場
合
：
12
～
24
万
円
／
戸

（
３
万
円
／
㎥
）　

⑵
民
間
非
住
宅
建
築
物
の
改
修

・
県
産
森
林
認
証
材
を
２
㎥
以
上
使

用
す
る
場
合
：
６
～
24
万
円
／
戸

（
３
万
円
／
㎥
）

３　

申
込
先

（
一
社
）
岡
山
県
木
材
組
合
連
合
会

　
　

岡
山
市
北
区
錦
町
１
番
８
号

　
　

（
０
８
６
）
２
３
１

-

６
６
７
７

（
林
政
課　

林
業
木
材
班
）

県
産
材
利
用

緊
急
対
策
事
業
を

受
け
付
け
て
い
ま
す

ぼ
っ
け
ー
木
に
な
る
情
報

【岡山県ホームページURL】http://www.gis.pref.okayama.jp/pref-okayama/Portal

出典： 「日本に山地災害が多いわけ」林野庁http://www.rinya.maff.go.jp/j/saigai/saigai/con_1.html

山　地　災　害　危　険　地　区

崩壊土砂流出危険地区山腹崩壊危険地区 地すべり危険地区
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「
新
見
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
所
」

　

県
下
で
３
例
目
の
木
質
バ
イ
オ
マ
ス

発
電
所
が
、
新
見
市
神
郷
下
神
代
に
お

い
て
、
今
春
か
ら
稼
働
し
て
い
ま
す
。

　

新
見
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
所
は
、
合
同

会
社
新
見
バ
イ
オ
マ
ス
エ
ナ
ジ
ー
が
運

営
し
て
い
ま
す
。
敷
地
内
に
は
、
原
木

を
調
達
し
て
木
質
チ
ッ
プ
を
製
造
、
販

売
す
る
合
同
会
社
バ
イ
オ
マ
ス
サ
プ
ラ

イ
が
あ
り
、
燃
料
供
給
を
担
っ
て
い
ま

す
。

　

発
電
規
模
は
、
１
，
９
９
５
㌗
、
年
間

発
電
量
１
，
５
８
０
万
㌗
ア
ワ
ー
で
、
一

般
家
庭
の
消
費
電
力
量
約
４
，
３
０
０
戸

分
に
相
当
し
ま
す
。

　

昨
年
10
月
か
ら
原
木
の
受
入
を
開
始

森
林
・
林
業
施
設
の
紹
介

林

声

令
和
二
年
十
一
月
一
日
（
第
四
七
四
号
）

（
隔
月
一
日
発
行
）

編
集　
　

岡
山
県
森
林
組
合
連
合
会
内　

岡
山
県
林
業
改
良
普
及
協
会

発
行　
　

岡
山
市
北
区
岡
南
町
二
―
五
―
一
〇

〒700-0866

し
、
３
月
か
ら
の
試
運
転
を
経
て
、
５

月
12
日
に
売
電
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

集
荷
し
た
原
木
は
、
貯
木
場
で
乾
燥

さ
せ
た
後
に
、
発
電
所
に
併
設
さ
れ
て

い
る
チ
ッ
プ
製
造
ラ
イ
ン
で
チ
ッ
プ
化

し
て
燃
料
利
用
し
ま
す
。　
　

　

製
造
し
た
チ
ッ
プ
の
一
部
は
、
グ
リ

ー
ン
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
神
郷
温
泉
の
木
質

ボ
イ
ラ
ー
で
も
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

も
と
よ
り
、
地
域
の
林
業
・
木
材
産

業
の
活
性
化
へ
の
貢
献
が
期
待
さ
れ
て

の
開
業
で
す
が
、
思
い
も
か
け
ず
コ
ロ

ナ
渦
中
の
稼
働
と
な
り
、
地
域
の
木
材

需
要
の
支
え
と
な
り
ま
し
た
。　

　

再
生
可
能
な
循
環
資
源
と
し
て
注
目

さ
れ
る
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
で
す
が
、
今

後
、
数
十
年
ス
パ
ン
の
長
期
に
わ
た
っ

て
安
定
確
保
す
る
た
め
に
は
、
地
域
の

森
林
資
源
の
適
正
な
管
理
を
継
続
し
て

い
く
こ
と
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

（
新
見
普
及
指
導
区　

小
川　

章
子
）

新見バイオマス発電所の外観

乾燥のため原木を小割している


